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みなさん、道端
みちばた

にある草花
くさばな

の葉
は

っぱに丸
まる

い水
すい

てきがついていたり、コップに水を注
そそ

いでいっぱ

いにするとコップの表面
ひょうめん

に水が盛
も

り上
あ

がってい

たりしているのを見
み

たことがありませんか？これらはどうして水が丸く

なったり、盛り上がったりするのでしょう。今回
こんかい

はそんな水のふしぎな

仕組
し く

みなどについて紹介
しょうかい

していきたいと思
おも

います。 

水は、小
ちい

さなつぶ（分子
ぶんし

といいます）が集
あつ

まってできています。そし

て、この小さなつぶは、おたがいに引
ひ

っ張
ぱ

り合
あ

う性質
せいしつ

があります。特
とく

に

空気
くうき

にふれる表面では小さくまとまろうとする力
ちから

が働
はたら

き、もっとも小

さくまとまった（表面積
せき

が小さい）形
かたち

になろうとします。

その結果
けっか

、水てきが丸くなるのです。このつぶ同士
どうし

が

引っ張り合う力を、「表面張力」といいます。 

このたよりの裏面
うらめん

では「しょうのう舟」の作
つく

り方
かた

を紹介しています。

この「しょうのう舟」という小さな舟
ふね

が水面をスイスイ進
すす

むのも表面張

力を使
つか

ったものです。ところで「しょうのう」ってどのようなものか知
し

っていますか？実
じつ

は広島市
ひろしまし

の木
き

にもなっている樟(クスノキ)という樹木
じゅもく

を原料
げんりょう

にして作
つく

られており、タンスなどに入
い

れる防虫剤
ぼうちゅうざい

として江戸
え ど

時代
じだい

から重宝
ちょうほう

されていました。（調
しら

べてみてね！）この「しょうのう」

は石
せっ

けんや洗
せん

ざいと同
おな

じような働きがあり、水面
すいめん

の水分子となじんで水

面をおおうことで、表面張力を弱
よわ

くする働きがあります。 

 

 

しょうのうや石けんの近
ちか

くにある水は、表面張力が弱くなりますが、

遠
とお

くの水の表面張力はかわらずに強いため、強い方
ほう

に引っ張られて舟は

前
まえ

に進むことになります。裏面の「しょうのう舟づくりに挑戦
ちょうせん

しよ

う！」をぜひ作
つく

って楽
たの

しんでください。 
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